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せんとぽ―りあ

昭和天皇も乗られた第一世代の

長距離カーフェリー

翻… …― ― ― 壊Ⅲ
Ⅲ ⅢⅢF‐●■r・・理甚,

お
召
船

に
な

っ
た
唯

一
の
カ
ー

フ

ェ
リ
ー

前
田
は
、

―ＩＦｉ
和
人
■
が
■
府
さ
ま
と
ご

一
新
に
乗

ら
れ
た
栄
れ
汽
船
の
ｉ
化

・
八
丈
航
降
存
晴

↓
す
と

れ
ち
あ
丸

・
を
と
り
あ
げ
た
が
、

両
性
下
の
お
宵
恥

に
な

っ
た
輪
を
、

こ
の
機
会

に
も
う

一
生
紹
介
し
よ

う
。

川
崎
と
日
向
を
結
ぶ
――
本
カ
ー

・
フ
ェ
リ
ー
の

長
距
離
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

．
せ
ん
と
ぽ
―
り
あ
」
で
あ

る
。

両
陛
下
は
戦
後
多
く
の
内
航
客
恰
に
乗
晴
さ
れ

て
い
る
が
、

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
を
ご
利
用
に
な

っ
た
の

は
、

筆
者
の
記
憶
で
は
こ
の
い
だ
け
だ
．

一
せ
ん
と
は
十
り
あ
」
が
お
４
い
の
光
来
に
洛
し
た

の
は
、　

一
九
七
〓

（‐ｌｒｌ
和
四
十
八
）
午
円
川
の
企
川

仙
樹
本
の
と
き
の
こ
と
ぃ

」
の
年
の
■
円
肘
樹
祭
１１
、

本
た
け
な
わ
の
四
１１
に
■
崎
い
の
ケ
舟
山
位
で
行
わ

れ
た
が
、

両
陛
下
は

，
週
間
に
わ
た
る
行
事
を
す
ま

さ
れ
た
の
ち
、

四
月
十
二
日
午
後
、

日
向
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら

↓
せ
ん
と
ほ
―
り
あ
」
に
ご
乗
船
、

音
楽
隊

が

一
ひ
え
つ
き
飾

・
を
奏
す
る
な
か
、

川
崎

へ
阿
か

わ
れ
た
。

航
程
約
九
百
キ
ロ
。

船
中
で
ご

一
油
、

■

十
六
時
間
の
情
旅
で
あ

っ
た
。

↓
１‐と
山
の
情
体

に
ホ

い
人
触
を
走
ら
せ
、

十
附
を
す

よ
せ
た
す
か
り
の
本
帖
は
村
深
そ
の
も
の
の
感
中
ど

■
１１ｉ
と
同
時
に
メ
イ
ン
マ
ス
ト
に

‐十七十ｉ
く
的
の
ど
枚
ヤ

あ
ざ
や
か
な
真
紅
の
人
Ｌ
波
が
掲
げ
ら
れ
、

白
地
に

赤
青
貴
三
色
の
社
旗
と
と
も
に
美
し
く
ｉ
々
と
肯
空

に
な
た
め
い
て
お
り
、

仰
い
で
襟
を
正
す
思
い
で
あ

大阪～宮崎航路時代の 「せんとは一りあJ(写 真=機 井良明)



っ
た
―
」
名
旅
客
船
」

一
四
四
号
よ
り
）

「
せ
ん
と
ぽ
―
り
あ
」

一
世

一
代
の
晴
れ
姿
を
描
い

た
こ
の
回
想
文
は
、

同
社
の
会
長

・
社
長
と
と
も
に

船
上
で
両
陛
下
を
ご
案
内
し
た
佐
野
清
伍
副
社
長

（当
時
）
が
綬

っ
た
も
の
だ
。

航
海
は
臨
時
便
で
あ
っ
た
。
ご
座
所
に
は
貴
賓
宣

（
一
部
改
装
）
が
あ
て
ら
れ
、

お
食
事
は
す
べ
て
同

船
の
司
厨
員
が
調
理
し
た
。

天
皇
の
ご
希
望
も
あ
っ

て
、

夕
食
は
洋
食
が
用
意
さ
れ
た
が
、

お
い
し
く
召

し
上
が
ら
れ
た
と
い
う
。

船
内
の
記
者
会
見
で
陛
下

は
、
一戦
後
は
じ
め
て
の
長
い
船
旅
だ

っ
た
こ
と
。

客
本
位
に
造
ら
れ
た
船
な
の
で
乗
心
地
が
よ
か
っ
た

こ
と
」
を
語
ら
れ
た
と
い
う
。

船
旅
が
お
好
き
だ
っ

た
昭
和
天
皇
の
ご
様
子
が
、

こ
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
も

う
か
が
わ
れ
る
。

か
く
し
て
お
召
船

一
せ
ん
と
ぽ
―
り
あ
」
は
、

翌

十
三
日
夕
方
、

川
崎
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
。

両
陛
下

は
、

同
船
に
積
ん
で
き
た
専
用
の
ご
料
車
に
乗
ら
れ

て
生
居
に
お
帰
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

レ
ジ

ャ
ー
色
が
濃

い
旅
客
設
備

日
本
カ
ー

・
フ
ェ
リ
ー
が
川
崎
～
日
向

（現
在
は

川
崎
～
日
向
／
宮
崎
）
航
路
を
開
米
し
た
の
は
、　

一

九
七

一

（昭
和
四
十
六
）
年
二
月
で
あ
る
。

航
路
開
設
に
あ
た
っ
て
同
社
は
、

デ
イ
リ
ー
運
航

を
前
提
に
、

備
価
二
十
二
億
円
の
六
千
ト
ン
型
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
を
四
隻

（
一
空
は
子
備
船
）
新
造
し
た
。

そ
れ
ま
で
、

東
京
湾
内
に
小
型
フ
ェ
リ
ー
を
配
し
て

い
た
だ
け
の
営
業
内
容
か
ら
す
れ
ば
大
き
な
飛
躍
で

あ
り
、

投
下
資
金
も
百
十
五
億
円
に
の
ぼ
っ
た
。

川

崎
～
日
向
航
路
の
開
設
は
、

ま
さ
に
同
社
の
社
運
を

賠
け
た
大
決
断
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

四
隻
の
う
ち
、

第

一
、

二
船
の
「
ふ
え
に
っ
く
す
」

と

「
せ
ん
と
ぽ
―
り
あ
」
は
開
業
の
年
の

一
月
末
に

竣
工
、

第
二
、

四
船
の

「
は
い
び
す
か
す
」
「
ぶ
―

げ
ん
び
り
あ
」
は
四
月
に
完
成
し
た
。

建
造
所
は
第

一
、

三
船
が
三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
、

第
二
、

四
船

が
日
本
鋼
管
清
水
造
船
所
で
あ

っ
た
。

三
菱
、

鋼
管

と
い
っ
た
大
手
造
船
所
が
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
建
造
を

手
が
け
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。

四
船
の
特
長
は
、

何
と
い
っ
て
も
旅
客
輸
送
を
重

視
し
て
い
た
こ
と
だ
。

要
す
る
に
、
レ
ジ
ャ
ー
色
の

濃
い
船
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

多
彩
な
公
室
設

備
に
そ
れ
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
飲
食

用
の
公
室
と
し
て
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
に
グ
リ

ル
と
居
酒
屋
が
あ
り
、

ラ
ウ
ン
ジ
で
飲
み
物
を
と
る

こ
と
も
で
き
た
。

露
れ
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、　

一

億
五
千
万
円
を
投
じ
て
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
も

装
備
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
運
航
理
念
は
、

同
社
が
こ

の
航
路
の
一
特
性
を
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ト
と
し
て
把
握

し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

三
年
後
、

早
く
も
九
千
五
百
絡
ト
ン
型
の
次
世
代

フ
ェ
リ
ー

「美
々
津
丸
」
ど
向
千
穂
丸
」
が
川
崎
～

日
向
航
路
に
登
場
し
た
。

最
高
速
力
が
二
十
七

・
七

ノ
ッ
ト
と
い
う
こ
の
当
時
世
界
最
高
速
の
フ
ェ
リ
ー

の
就
航
に
よ
っ
て
、

航
海
時
間
は
十
九
時
間
に
短
縮

さ
れ
、

二
隻
だ
け
で
航
路
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
契
機
に
、
「
せ
ん
と

ぽ
―
り
あ
」
は
符
余
曲
折
の
あ
と
大
阪
～
日
向

（
の

ち
大
阪
～
宮
崎
）
航
路
に
シ
フ
ト
、

姉
妹
船
三
隻
は

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
船
舶
公
団
に
身
売
り
し
た
。

次
い
で
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
か
ら
翌
年
に
か

け
て
、　

一
万

一
千
六
百
総
ト
ン
型
の

「
パ
シ
フ
イ
ッ

ク
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」
「
フ
ェ
エ
ツ
ク
ス
エ
キ
ス
プ
レ

ス
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
こ
れ
に
伴

っ
て

「美
々
津

丸
」
ク
ラ
ス
が
大
阪
～
宮
崎
航
路
に
移
り
、
「
せ
ん

と
ぼ
―
り
あ
」
と
僚
船

「
は
ま
ゆ
う
」
（主
機
以
外

「
せ
ん
と
ぽ
―
り
あ
」
Ｌ
同
型
）
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

内
航
船
会
社
に
売
却
さ
れ
た
。

新
船
主
は

「
せ
ん
と

ぽ
―
り
あ
」
が
ネ
グ

ロ
ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
社
、

「
は
ま
ゆ
う
」
は
ア
ボ
イ
テ
ィ
ス
社
で
あ
る
。

か
く
し
て
、

現
在
、

川
崎
～
日
向
／
宮
崎
航
略
は

第
二
世
代
船
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
の
航

路
事
情
の
推
移
を
反
映
し
、
一
パ
シ
フ
イ
ツ
ク
エ
キ

ス
プ
レ
ス
」
ク
ラ
ス
は
貨
物
輸
送
に
相
当
な
力
点
を

お
い
て
い
る
。

が
、

旅
客
設
備
も
か
な
り
向
上
し
た
。

と
く
に
客
室
の
グ
レ
ー
ド
ア
ツ
プ
は
著
し
い
。

昭
和
天
ｉ
か
ら

「客
本
位
に
進
ら
れ
た
船
」
と
評

価
さ
れ
た
レ
ジ
ャ
ー
重
視
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

社
名
が
マ
リ
ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス
社
に
改
め
ら
れ
た
い

ま
も
健
在
で
あ
る
。

　

　

　

　

（山
田
　
廼
生
）
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